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所管事務調査

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

の
運
営
状
況
や
施
設
の
利
用
状

況
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し

た
。

調
査
の
結
果

　

一
迫
３
地
区
の
公
民
館
は
、

令
和
２
年
度
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
移
行
と
な
り

ま
す
。
施
設
の
管
理
運
営
に
当

た
っ
て
は
、
地
域
の
特
色
や
こ

れ
ま
で
の
活
動
の
経
過
な
ど
を

踏
ま
え
計
画
さ
れ
て
お
り
、
効

果
的
に
事
業
が
推
進
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

今
後
、
他
地
区
に
お
け
る
コ

　稲わら処理や被災者支援の状況、災害復旧工
事の進捗について聞き取りし、稲わらの処理を
行う「有限会社アグリテック宮城」および災害
復旧工事個所の現地調査を行いました。
調査の結果
　農地における稲わらの処理については、11
月 18 日からアグリテック宮城への搬入が開始
され、12 月 18 日の搬入量が６６７立方㍍で最
大となり、その後 12 月下旬以降の搬入量は減
少し、農地の撤去作業は完了に向け順調に推移

しています。　
　また、農業用施設、公共土木施設の稲わら処
理については、２月下旬から３月上旬の完了を
目途に進捗しています。一方で農業用施設、公
共土木施設の災害復旧工事は、今後工事が本格
化されますが、特に農地に流入した土砂などの
撤去については、関係部間で連携を図りながら
営農および市民生活に支障をきたさないよう早
期に完成すべきです。

　

築
館
陸
上
競
技
場
の
管
理
状

況
や
利
用
状
況
、
改
修
計
画
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

市
内
外
の
多
く
の
団
体
な
ど

に
利
用
さ
れ
て
い
る
「
築
館
陸

上
競
技
場
」
は
、
日
本
陸
上
競

技
連
盟
の
第
３
種
公
認
陸
上
競

技
場
と
し
て
、
令
和
２
年
度
末

が
公
認
更
新
時
期
に
あ
た
り
、

レ
ー
ン
幅
の
変
更
な
ど
陸
上
競

技
の
ル
ー
ル
改
正
へ
の
対
応
と

併
せ
、
経
年
劣
化
が
著
し
い
箇

所
の
改
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

公
認
の
継
続
に
は
収
入
を
大
き

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の
運

営
や
設
置
に
お
い
て
も
、
地
域

の
実
情
に
即
し
た
、
市
民
の
主

体
性
を
活
か
す
よ
う
な
方
向
性

で
事
業
推
進
に
努
め
る
べ
き
で

す
。

　

エ
ポ
カ
21
の
運
営
状
況
や
利

用
状
況
、
施
設
に
つ
い
て
調
査

し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

く
り
は
ら
交
流
プ
ラ
ザ
（
エ

ポ
カ
21
）
の
指
定
管
理
者
と
し

て
、
施
設
の
管
理
運
営
を
行
っ

て
い
る
「
く
り
は
ら
振
興
株
式

会
社
」
の
経
営
状
況
は
、
長
引

く
景
気
の
低
迷
や
少
子
高
齢
化

の
進
行
な
ど
、
社
会
情
勢
の
変

化
に
伴
い
、
特
に
冠
婚
葬
祭
件

数
の
減
少
や
簡
略
化
な
ど
に
よ

り
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
く
り
こ
ま
高
原
駅
前

と
い
う
絶
好
の
立
地
条
件
を
活

か
し
、
積
極
的
な
情
報
発
信
に

努
め
、
新
規
顧
客
の
獲
得
と
経

営
改
善
に
努
め
て
欲
し
い
。

く
上
回
る
維
持
管
理
経
費
を
必

要
と
し
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
推
進
を
図
る
施
設
と
し
て

有
効
活
用
を
促
す
た
め
、
指
定

管
理
者
と
協
力
し
な
が
ら
、
よ

り
一
層
の
利
便
性
向
上
に
努
め

る
べ
き
で
す
。

　

く
り
は
ら
斎
苑
の
管
理
運
営

状
況
や
利
用
状
況
、
主
な
修
繕

箇
所
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

平
成
13
年
の
設
置
か
ら
18
年

以
上
経
過
し
た
「
く
り
は
ら
斎

苑
」
で
は
、
４
基
の
火
葬
炉
を

は
じ
め
と
す
る
各
種
設
備
に
つ

い
て
、
市
と
指
定
管
理
者
が
と

も
に
確
認
や
協
議
を
し
な
が
ら

毎
年
必
要
な
箇
所
を
修
繕
し
て

い
ま
す
が
、
施
設
・
設
備
は
老

朽
化
の
進
行
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

利
用
者
が
故
人
を
安
ら
か
に

見
送
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と

し
て
不
備
が
な
い
よ
う
、
計
画

的
に
修
繕
を
行
い
な
が
ら
、
今

後
も
維
持
管
理
の
徹
底
に
努
め

る
べ
き
で
す
。

公
認
陸
上
競
技
場

改
修
計
画
を
調
査

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
運
営
を
調
査

台風第 19 号による
災害復旧を調査

所管事務調査

所管事務調査

所管事務調査

文教民生

総　務

産業建設

１/21

１/23

１/24

く
り
こ
ま
高
原
駅
前
の

立
地
活
か
し
た
経
営
を

斎
苑
の
老
朽
化
へ
の
対
応

維
持
管
理
の
徹
底
を

エポカ 21 の施設状況を調査

市内では路肩の崩落が多く発生

市内外の団体が利用する公認陸上競技場
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委員会報告

　

２
０
１
５
年
度
に
は
介
護
報

酬
が
改
定
さ
れ
、
介
護
職
員
の

処
遇
改
善
の
加
算
も
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
介
護

職
員
の
労
働
環
境
が
改
善
さ
れ

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　

人
材
不
足
の
解
消
・
介
護
制

度
の
充
実
を
図
る
た
め
、
次
の

と
お
り
強
く
要
請
す
る
。

　

１
．
介
護
職
員
の
処
遇
改
善

を
国
の
責
任
で
行
う
こ
と
。

　

２
．
介
護
保
険
施
設
の
人
員

配
置
基
準
を
見
直
す
と
と
も
に
、

夜
間
の
人
員
配
置
は
、
１
人
夜

勤
を
解
消
す
る
こ
と
。

　

内
閣
総
理
大
臣
が
主
催
す
る

「
桜
を
見
る
会
」
に
か
か
わ
る

税
金
の
私
物
化
な
ど
の
疑
惑
を

究
明
し
、
国
民
に
対
し
説
明
責

任
を
果
た
す
た
め
、
次
の
措
置

を
講
ず
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

１
．
国
会
は
、
内
閣
総
理
大

臣
主
催
の
「
桜
を
見
る
会
」
へ

の
国
民
か
ら
の
疑
惑
の
究
明
を

図
る
こ
と
。

　

２
．
政
府
は
、
事
が
内
閣
総

理
大
臣
に
か
か
わ
る
税
金
の
私

物
化
な
ど
の
疑
惑
で
も
あ
り
、

自
ら
の
説
明
責
任
を
果
た
す
こ

と
。

　

２
月
定
例
会
に
３
件
の
陳
情

書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

火
災
発
生
原
因
に
よ
る
開
示
に

関
す
る
陳
情

　
　
　
　
　

菅
原　

行
政
さ
ん

学
校
給
食
の
公
費
負
担
（
無
償

化
や
一
部
負
担
）
と
給
食
の
改

善
を
求
め
る
要
請
書

国
民
の
食
糧
・
農
業
、
健
康
を

守
る
宮
城
県
連
絡
会

代
表
世
話
人　

鈴
木　

新
さ
ん

２
０
２
１
年
度
介
護
保
険
法
改

定
へ
向
け
介
護
保
険
制
度
の
抜

本
改
善
を
求
め
る
国
へ
の
意
見

書
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

介
護
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
非
営
利
団
体
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
み
や
ぎ

　

理
事
長　

内
舘　

昭
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

ほ
か　

６
人

　

狭
い
通
学
路
に
歩
道
が
ほ
し
い

産業建設常任委員会で　
継続審査
市
道
「
元も
と

木き

線
」
歩
道
の
設
置

に
つ
い
て

請
願
者　

栗
駒
南
小
学
校

　
　
　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　
　
　
　
　

小
野
寺　

隆
則

　
　
　
　
　

署
名
２
１
６
１
人

紹
介
議
員　

高
橋
勝
男

　
　
　
　
　

髙
橋　

将

　

こ
の
市
道
は
、
児
童
の
通
学
路

で
あ
り
、
地
域
住
民
の
生
活
道
路

で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
バ

ス
も
運
行
し
て
い
る
の
で
す
が
、

見
通
し
が
悪
く
狭
い
区
間
も
あ
り

ま
す
。
交
通
事
故
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
、
歩
道
を
設
置
し
て
ほ

し
い
と
い
う
内
容
で
す
。

請　願
　

委
員
会
発
議
１
件
と
議
員
発
議
１
件
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
２
件
と
も
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
関
係
機
関
に
３
月
12
日
送
付
し
ま
し
た
。

陳

情

　宮城県東松島市議会は、フットワークの軽さとスピー
ド感のある広報広聴活動がなされ、各種団体との懇談会
を行い、特集記事として掲載しています。また、紙面は
すべてカラー化により、若い年代への発信力につながり、
見やすさ・親しみやすさに配慮しています。
　岩手県久慈市議会の議会だよりは「かだってタイムズ」
として発行され、市民と議員の懇談会の企画記事や小学
生に夢を語ってもらうコーナーを設けるなど、市民参加

型を強く意識した議会広報となっていました。

調査の結果
　両議会とも、限られた紙面の中で分かりやすく市民参
加型の記事の作成に工夫を凝らして編集されていました。
市議会だよりの編集に当たっても、市民により一層親し
まれ、読みやすく、分かりやすい紙面づくりに努めてい
きたいと思いました。

「
桜
を
見
る
会
」
疑
惑

徹
底
究
明
を
求
め
る

介
護
職
員
の
労
働
環
境

処
遇
の
改
善
を
求
め
る

意
見
書

広報編集調査特別委員会

宮城県東
ひがし

松
まつしま

島市・岩手県久
く

慈
じ

市
　　　１月16日～１月17日

市民参加型の「議会だより」


